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2020年４月７日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 Ｍ Ｔ Ｇ 

代表者名 代表取締役社長 松 下 剛 

（コード番号：7806 東証マザーズ） 

問合せ先 取締役専務CFO 吉 髙  信 

 （ TEL. 052-307-7890） 

 

通期業績予想修正に関するお知らせ 

 

当社は、2020年４月７日の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、2019年12月９日に開示

いたしました2020年９月期（2019年10月1日～2020年9月30日）の業績予想を修正することとしました

ので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

 

1. 2020年９月期通期連結業績予想数値の修正（2019年10月1日～2020年9月30日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

又は損失 

1株当たり 

当期純利益 

又は損失 

前回発表予想(A) 
百万円 

38,000 

百万円 

△2,000 

百万円 

△2,000 

百万円 

△2,000 

   円 銭 

△50.36 

今回修正予想(B) 32,000 △2,500 △2,500 △2,500 △62.92 

増減額(B-A) △6,000 △500 △500 △500 ‐ 

増減率(%) △15.8% ‐ ‐ ‐ ‐ 

(ご参考)前期実績 36,046 △14,421 △14,698 △26,207 △659.91 

 

2. 修正の理由 

売上高の減少につきましては、新型コロナウィルス感染症の影響による売上減53億円と

2020年３月２日に開示しましたウォーターサーバー事業譲渡に係る売上減7億円により、前

回発表予想を60億円下回る見込みとなりました。 

新型コロナウィルス感染症の影響による売上減の内訳は、１）外出規制、店舗休業、渡航

規制による中国、米国、海外免税店など海外事業の売上15億円減、２）インバウンド客低下

と外出自粛・店舗休業による国内百貨店・免税店・自社店舗などの売上30億円減、３）中国

本土での生産減に係る自社商品の欠品・発売遅延の売上８億円減となります。 

その中で、全社的な経費削減を実施することにより、販管費及び一般管理費が前回予想を

36億円下回り、営業利益に関しては前回予想比５億円の減少に抑制する見込みです。 

なお、当連結業績予想は、新型コロナウィルスの感染拡大に伴う影響が2020年6月末まで

継続することを想定した内容となっており、実際の終息時期により変動する可能性がありま

す。また、今後確定予定のウォーターサーバー事業の譲渡益等は、上記の業績予想には織り

込んでおりません。金額が確定し開示の必要が生じた場合には、速やかに開示いたします。 
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補足１：2020年９月期通期連結業績予想数値の修正 売上総利益及び販管費等を含む 

 

補足２：売上高減少の内訳                

理由 金額 

新型コロナウィルス

感染症による影響 

国内事業 △30億円 

海外事業 △15億円 

生産の遅れによる欠品等 △8億円 

その他 ウォーターサーバー事業の譲渡 △7億円 

 

※業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は今後の様々な要因によって業績予想値と異なる可能性があります 

 

 

以 上 

 
売上高 売上総利益 

販管費及び

一般管理費 
営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

38,000 

百万円 

26,400 

百万円 

28,400 

百万円 

△2,000 

百万円 

△2,000 

百万円 

△2,000 

今回修正予想(B) 32,000 22,300 24,800 △2,500 △2,500 △2,500 

増減額(B-A) △6,000 △4,100 △3,600 △500 △500 △500 

増減率(%) △15.8% △15.5％ △12.7％ ‐ ‐ ‐ 


